


















２．ケアの原点 ―― 他者からの呼びかけへの応答 
1) 他者（汝）との出会い ―― ケアのはじまり 
2) 呼びかけへの傾聴と応答 ―― ケアリング関係 
3) ブーバーの対話哲学と応答責任 ―― 人間の第一義的責任としてケア 
３．人類史的な問いとしてのケア 
1) 進化の果てのケアの脱自然化 ―― 自然からの人類の自立と共同体の中でのケア 
2) 近代化の果てのケアの外部化 ―― 共同体からの個人の自立とシステムの中でのケア 
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３．最後に、個人化とケアの制度化（外部化）が急速に進展している現代の状況を視野に入れて、「ケア」
の問題を「人類史的な問い」として深めてみたい。現代にあって「ケア」が主題化されるのは、特異な生
物としての人類が、持続可能性をかけた岐路に立っているからである。人間にとってケアとは何か。ある
いは、ケアにとって人間は、いかなる問いであるのか。人類は今、答えのない問いの前に連れ出されてい
る。
